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Shelleyの 最 後 の作 品 で あ る断 片77zo711'々`ηz帥o∫ 〃 ∫o(1822)に お い て,作 者 が"the

sacredfew"(1,128)と"thosedeludedcrew"(1.184)と の二 つ の 型 の 人 間 の生 き方 を

対 比 させ て取 り扱 って い る のが 印 象 的 であ る。 しか も,こ の 対 比 は,残 存 す る断 片(総 数

548行)に 関 す る限 りで は,ほ ゴー貫 して 行 わ れ て い る と考 え られ る。 この 論 文 では,二 種

類 の人 間 の こ の典 味 深 い対 比 に 着 目 して,そ の各 々 の生 き方 の 相違,追 求 す る理 想 の相 違 を

生 ん でい る根 本 的 な原 因 を 明 らか に し,更 に,こ う した 門,遼に直 接 関 係 す る と考 え られ る象

徴 を 指 摘 し,そ の意 昧 を解 き,断 片7■1z67「"～♂〃?〃zo/五 ガ8に お け るShelleyの 道 徳 的 意

図 を 探 って見 た い。

」1

これ に 先 き 立 って,こ の 問題 の解 決 に重 要 な手 掛 りとな る も の 一Shelleyが 究 極 的 に 到達

した,人 聞 精神 の二 つ の作 用 で あ るr想 像 力 」 と 「理 性 」 との弁 別,「 想 像 力 」 と真善 美 統

一 の理 念 であ る 「愛1と の 関係 ,お よび,そ れ らの象 徴 な ど一 を概 観 す る必 要 が あ ろ う。

LeighHuntを してShelleyを 新 進 の 詩 人 と し て 世 に 紹 介せ しめ た 出 世 作!1♂ α∫'o'・

(1815)の 「序 文 」 で,Shelleyは,こ の詩 は 「人 間 精 神 の最 も興 味 あ る状 態 の一 つ を 寓 意

した も の」 と述 べ て,こ の詩 の創 作 意 図 を 明 らか に した が,こxに 用 い られ て い る 「寓 意 」

とい う文 芸 批評 上 極 め て重 要 な 用語 を 一1,L、閑 却 す る こ とが 許 され るな らぽ,こ の詩 の創 作 意

図 は,Shelleyの 長 詩 の 多 くの もの に,従 っ て,こxで 取 りあげ る 丁加 丁"ガ〃7砂んo∫ 〃 ノσ

に も当 て は め られ よ う。 これ は,Shelleyが そ の生 涯 を通 じて如 何 に 人 間 精 神 のf乍用 の観 察

に 興 味 を もっ て いた か を示 して い る。

彼 は,恐 ら くS,T,Coleridgeの 影 響 も あ っ て,人 間 精 神 の 相共 な るf乍用,す なわ ち,

「理 性 」 と 「想 像 力 」 の 弁 別 と想1象力 の丁二要 性 と を学 ん だが,こ の弁 別 に 基 づ い て彼 が 実 際

の批 評 を行 お う と した の は,1821年 の ・41)ρ∫r3〃600∫Poρ`'"y(の 「第'一部 」)に お い て ゴ

あ った。 勿 論,彼 が 容 易 に こ う した 知 識 に 達 した と考 え て は な らな い。 彼 は,そ の思 想 の形

成 の初 期 に,Locke,Hume,Godwin,Voltaire,D'Hoibach,Helv6tiusな ど の 啓 蒙 の合

理 主 義 ・唯 物 論 の 思 想 の 影 響 の 下 で,"TheNecessityofAtlleism"(1810-1811)と い う

小111}子やQz`oθ πMα δ(1813)と いi)長 詩 を も の した か らで あ る。 しか し,間 もな く,彼

は,``OnLife"(P1815)や7「1～6R600〃o∫15Zα ノノz(1817)で,「 理 性.1と 「盲 目 的 な空

想 」 に対 す る不 信 の 意 を 表 明 した(Ix、xxxii-xxxiii)。 また,彼 が死 ぬ 約 三 ヵ月 前,1822年

4月110,つ ま り,7玩71'甜 〃～効 〔ゾ ムヴ6の 執 筆 中 に,彼 は,友 人 で あ り,す ぐれ た 銀 行

家 で もあ るHoraCeSmithに 宛 てx,、 「フ ラ ンス の,唯 物 論 の教義 は 危 険 で あ るの と 同 じ
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　　　　　　　　くの
ほどに偽りである」と書いている。“On　Life”に述べられているように，人間の魂はより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　ゆ
高尚なものに憧れ，無に対して反発するものである。ADefence　of　PO6どryにおける

Shelleyの：文学観，道徳観，認識論が，「理性」の軽視と「想像力」に対する限りない信頼

の上に立っていることは，「理性」と「想像力」の弁別と並んで注目せねばならない。

　所で，円熟期において，Shelleyは，　Shaftesbury以来の伝統に立って，真善美一致の理

念を懐き，これを，特に，「愛」’と呼び，「想像力」をば，これを発見する精神的能力とし

た。　「道徳の偉き’な秘密は愛である。　（中略）人は非常に善であろうとすれば，激しく広範

に想像力を働かさねばならない。　（中略）道徳的善のソくきな手段は想像力である。詩はその
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
根源〔想像力〕に働きかけて結果〔道徳的善〕に資するQ」詩は，世俗の講，「日常性の講．．｝
　　　　　　　　　　　くヨ　
（the　mist　of　famlliarity）を払いのけて，「愛」の真理を暴露するQ詩は，われわれが若

い頃に懐いていた自然に対する驚異の感覚を，内なる眼からこれを覆い隠しているr日常性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
の薄膜」（the　film　of　familiarity）を拭い去り，再び蘇らせる。　「詩は’世界の美を隠して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
いる覆いを取り払い，　日常的なものを口常的ならざるもののようにする。」詩，ないし，想

像力の導きによって，「愛」を発見した者らは，The　7y加妙／z　of　Lifeで言われている，

“the　sacred　few”の仲間に加えられよう。「愛」の原理を1≒iらの内に休得し，これを読者

の想像力に絶えず訴え続けて来た詩人たち，Dante，　Petrarch，　Boccaccio，　Chaucer，

Shakespeare，　Calder6n，　Bacon卿，　Milton，　Raphael，　Michael　Angeloなどの詩人が人

類の道徳的改善に対してなした寄与は，Locke，　Huine，　Gibbon，　Voltaire，　Rousseauなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリの「単なる理性論者」（mere　reaSonerS）の．寄与に比べて計り知れないものがある。何故な

ら，われわれは俗世の知識には欠ける所がないのであって，　「われわれが求めているのは，

われわれの知識となっているものを想像化する創造力であり，われわれの想像するものを行

為に移そうとする強い衝動である。いわば，生命の詩を求めているのである。打算は意図に

優先してしまう。われわれは既に消化し切れぬほど食ってしまったのである。外的世界に人

類の広大な領域を拡大して来たこのような科学の発達は，r詩』を欠いたため，丁度それに

見合うだけ内的世界を狭めてしまった。従って，人類は，自然を／田服させても，尚奴隷のま
　　　　りの
まである」からである。

　さて，’11he　7■ritemPh　o．f　Lifeに見られる“the　sacred　few”と“those　deluded　cl・ew’t

との二つの型の人間は，概して，A1）efe71ce　of　I’oet」’yにおける「愛」と「想像力」とを

重んじる詩人と，「俗世」に係りをもつ「単なる理性論者」とそれぞれ照応すると考えられ
　　　　　ロヨ　
るのであって，Shelleyが，前者に対して「鷲」，　「太陽」，　「金星」などの象徴を用い，他

方，後者に対して「巣一1，　「月」などの象徴を用いていることに留意しなけれをまならない。

すなわち，彼は，ADefe・nce　O∫1）oetryで，　「．もし，打算の能力という棄の翔では到底届「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
き得ぬ永遠の国から，詩が光と火とを高く天翔けりもたらすことがなかったならば，云々j

　　　　A1）efenceの原形であった，　Charles　Oilier宛に意図された（実際には出されな

かった）：書簡の断片に，「彼〔T．LPeacock］は，生命の『太陽』ともいうべき『想像力』

を消してしまって，彼が『理性』と名づけた『月』の眠い当てにならぬ，しかも，．借りもの

の光を頼りにして己れの道を・乎探り進もうとして，　『月』の光が届かぬ暗い『時』の割れ日

に順いて転び，鷲ではなく臭として，彼の馴染みの薄陽い天の女王ともいうべき朧な天体を
　　　　　　　　　　　　　く　の
見るだけで1・：iを眩ましてしまう」という有名な言葉を残している。Donald　H，　Reima11と
　　　　　　　　　　　　　　くニの
Peter　Butterが指摘するように，「時と有為転変」と関連をもつ「月」と違って，1一太陽」
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は生々とした創造的想像力，神，善の：象徴として用いられており，この象微は，The　Tri’itm／）h

of　Lifeで最も一貫して表われるのである。　「太陽一1や「鷲」が“the　sacred　few”に関係

する．象徴であるのに対して，“tllose　deluded　crew”に属する象徴はr月．．lt「臭」であり，

更に，Tlze　7「r如砂／z　of　Lifeにおいては，猿，禿鷹，鷹，吸i血編蟷，蛸，蝿などの動物で

ある。peter　Butterの「The　Triu・7・nPh　of　Lifeでは，動物の心象は堕落，肉欲節制な

き欲望を意味するように用いられている。このことは『俗世の車』の腐敗した追従者や彼ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
の仮面の記述において明らかにそうである」という註釈は傾聴すべきであろう。

塁一1

　“The　sacred　few”と“those　deluded　crew”の対比の背最をなしている自然も，同様

な対比関係において描写されているが，断片The　TritemPh　o∫Lifeにおいては，特に，

「俗世」に関する自然の描写に重点がおかれている。Shelleyは，「苔むす穴から美しい調

べの飛沫を／永遠に吹き上げる泉水の音」，また，「森から，草の生えた道や大枝を拡げた

楡と／冷たい洞穴の散在する森の芝地や，／優しい夢を育む董の花咲く堤を／語り知らせ

る微風」（11．67－72）と「花の開かぬ道」（1．65），「夏の埃が一杯に舞い．．1二っている／大道」

（II．43－44）とを対照的に描いている。花と青葉を敷きつめた道も，夏の埃っぽい道も，
　　　　　　　　　　　　　　くユの
Doriald　H，　Reimanの言うように，いずれも，「人生行路」を隙意している。この埃っぽい

道を進む‘‘those　deluded　crew”の行列一「俗世の凱旋行進」（the　Triumph　of　Life）一

は，ローマの凱旋行進の讐喩によって最も効果的に表わされており，そして，その効果は，

dramatic　ironyの使用によ・）て一段と高められるのである。類似した讐喩が残存する断片

に二度現われる。先ず，詩の初めの部分で，激しい歌と狂乱の踊をしながら進む「無数の群

衆」である“those　deluded　crew”の行列は，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　「征服者の凱旋行進を

迎えるために帝国P一マが元老院，

フォーラム，劇場から人の波をあふれ出し，

歓呼をもって迎える時のようだった

やがてはそれも自由な1聴への

首かせとなり，

その下に隷従することになるであろうに，

そうした凱旋行進に非常によく似ていた。．」 （Li，　110－118）

とあり，また，Rousseauの身の⊥話の初めの部分においても，　Rousseauが「俗世」に身

を委ねると間もなく，「俗世」の幻影が，同様に現われてくるQ

　　　「新しい姿とその冷い輝やかしい工卜：は，

　　荒ノぐしい音楽，耳をつんざく音楽をならして，森を横．切り，

　　あたかも痴る恐ろしい戦から勝ち誇って，

　　帰国した時の如くに彼女の星の運命を喧しい群衆が，

　　熱狂的に称えた。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ll．434－438）
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そして，1！．［が凱旋門の如く，その．Eに現われたのであった（li．439－441）。浅薄な心の多く

の者たちが，「俗世」．によって魅了されるのは，「俗世」のもつ，このような皮相的な魅力

である。しかし，ここに，勝利の行列という表面的な華やかさや喜びの裏には，更に，強大

な奴隷的支配が続くという一実は，「悲しい行列」（L176）という　　ironyがある。

そして，世界を支配したローマ帝国自体も他を奴隷とすることによって自らも奴隷となった

ように，「俗世」も多くを奴隷とすることによって，自らをも奴隷としてしまうのであるQ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエの
こxに，今一・つ別のirOnyがあることに気づくのであるQ

　所で，「俗世の凱旋行進」の中央に車があり，車は，太陽を眩ます「白昼の光よりも烈し

く，／しかも，氷のように冷いぎらっく光」（11．77－79）を発散している。“Those　deluded

crew” �U惑し，縛りつけ，狂乱の踊りをさせているのは，この光である。群衆の「誰一一

人として／何処へ行き，何処から来て，何故／群衆の一・人となっているのか知らないようだ

った」（ll．47－49）。　「新月のような」（L　79）車から発散する，太陽を眩ます冷い光一…こ

れに当った者らを縛りつけ，たちまち不具にする光一一とは，Donald　H．　Reimanが言う
　　く　の
ように，　「．単なる理性」　と考えられ，るQ

　さて，車の中央には，「才月によって不自由になった者」のように，女性の「姿」（11．87－

88）が坐っている。彼女は，Rousseau．によって，ド俗世」（Life，　L　180）と呼ばれてい

る。彼女の象徴について｝i者説があって，Peter　Butterは“the　lower　Venus”（Pandemian
　　　　　　　　　　ゆ　
Venus）であると言い，1．　A．　RichardsはShelleyはこxでMiltonの／）a」’aclise　l．ostの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
「死」（Death，　II．666－673）に言及していると考え，　Donald　H．　Reimanは，この「姿」

は単に大道を目盲的に「旅して行く群衆の日常の愚かな世俗的な存在」を表わすのみなら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
ず，罪を犯した人々が陥る「破壊力」である，と言っている。すなわち，彼女は，“the　sacred

few”が懐く神聖な幻影，若きRousseauが見た想陳的な理想的な「全く輝やかしい姿」（A

SIlape　all　light，　L　352）と対照的な存在を象冷していると考えられるQ

　黒頭巾をつけた不具な「姿」である，この「俗世」の車は，「驚異の翼をもつ・一月目馬」

によって曳かれている。車の廃者は四面の顔をもつが，四対の眼は目隠しされているので急

飛する：車を正しく操ることが出来ない（ll．93－101）。この駅者が何を象徴しているかについ

て，従来から二説がある。C．　D．　Locock以． 繧ﾌ，　Shelleyの詩の編者の多くは，淑者は，

前の年に完成された長詩lfe〃asに現われる「世界の盲目の駅者である／運命（Destiny）一1
　　　　　　　　　　く　　
（11．711－712）と同じものと解釈した。これに対して，Ellsworth　Barnardは，． w者が「盲

目の運命」を表わすことはあり得ず，悪い願望，卑しい迷信，腐敗した制度など（要するに

俗世の姿によって体現されるすべてのもα））を受け入れたために．盲口になり，未来を予見せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
ず，過去，現在の意味を理解せぬ1一人間の魂」である，と反論している。Barnardに従っ

て，CarlQs　Bakerは，「俗世によって目隠しされ，俗世の車を正しく導く（［・i・略）術をも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
たぬ詩人」，「予言と立法という努めに失敗した詩人」を表わしていると述べ，また，King一一

Heleも，同じ立場から，丁丁は「人類を正しく導：く能力を与えられながら～』，俗権のきら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
めかしい報酬に魅せられて，登る過程で自らの理想を忘れた者ら一1である，と言っているQ

Barnard，　Baker，　King－Heleが，慌者は単なる「即日の運命iの青馬ではないという主張

の根拠は，「もし、目隠しされなかったら，／それは現在，過去，未来の世界を洞察出来た

ろう」（IL　103－10・1）という二行である。叡考は，本来ならばAI）efe／lceでゾPo6〃yに規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
われるJanusの顔をもち世界の「立法者」，「予言者」となって，人生を正しく導いた筈で
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あるが，　「俗世」の強烈な光に目を眩まされてしまい，その奴隷となり，正しい能力を失っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
た人聞，ないし，能力そのもの一具体的に言えば，「本来は詩人であった」が，「俗世」

に心を奪われたRoUsseau，ないし，彼の腐敗した精神のようなもの　　一ではなかろうかQ

そして，この駅者が操り，「驚異の翼をもつ…組の馬」に曳かれた，人間を穿き殺す「俗

世」の車（ll．79－95）の先例を，　ShelleyはEdmund　SpenserのT1～6　FaeiJile　Q～teeneの
　　　　　　　　　　　　　　く　
Luciferaの車に見出したであろう，とするのが通説である。

　以一L，詩において，重点的に描写されている　“tllose　deluded　crew”の進む1一花の開か

ぬ道」，埃っぽい道と，彼らを虜にしているF俗世」を象徴する様々のもの　　冷い光，車，

「姿1，駅者など一を検討した。それでは，次に，“the　sacred　few”と“those　deluded

crew” ﾆは，それぞれ，如何なる人間を表わしているかを調べよう。そして，そのために，

Tlze　Trii・t7nPh　of　Lifeにおいて，‘‘the　sacred　few”と‘‘those　deluded　crew”とは，

（1）ChristとSogrates対晩年のRousseau他と，（2）若き時代のRousseau対晩年の

Rousseauという，二重の対比によって例証されていると考えられるので，この対比を二つ

の部分に分けて取扱うのがよいと思うQ

（1）

　“Those　deluded　crew”は，夏の埃っぽい大道を「夕暮の薄明りの虫内のようにおびたsし

く」あちこちへと急ぐ「大きな流れ」（II．44－46）と言われ，また，車から発散する光を受

けて「日光の中で踊っている塵の粒（atomies）のよう」である（IL　446－447）と讐えられ

ているが，この仲間の中には，アテナイの人（Socrates）やエルサレムの人（Christ）の姿

は見られない。この二人によって代表される“the　sacred　few”は，

　　　　　　　　　　　　　「己れの魂を征服者に

屈することが出来ず，生命ある炎で

世界に接するやいなや

　　故郷の真昼の空へ翔け由る鷲の如く翔けて行った。」　　　　　（LI，128－131）

人々であり，或は，「この世の権勢や財宝の王冠を／排した人々」（11，132－133）である。

Edward　E，　Bostetterは，これらの“the　sacred　few”は，　「自己否定」（self－denial），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　　
ないし，Keatsの所謂「公平無私」（disinterestedness）をノよし遂げた人々である，と解釈

している。彼らは，たとえ，一旦は俗世の汚れに触れようとも，「鷲」の如き想像力によつ

て把握される「愛」の導：きに従って，そこから逃れ，遂に，自己認識に達したPrometheus

の如き人々であろう。彼らは，また，「永遠なる愛」によって導かれたDanteの如き人々

であるかも知れない。想像的「愛」に導かれる“the　sacred　few”には，1．一多くの魂が調和

して一一つになった魂」（1」ro’inetheu・s　UnboLtncl，　IV．400）が認められる筈であるQ

「〔Danteを〕地獄の最も底の深みから

天国のあらゆる段階，あらゆる栄光を通り，



so

　　愛が静かに導いた。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ll，472－474）

　では，．次に，Shelleyが断片において最大の関心を払った“those　deluded　crew”の分

類，人物確認，彼らが「俗世」の捕虜となった原因と悪の象徴を明らかにしょう。

　夏の埃っぽい不毛の大道を“tllose　deluded　crew”は，　E；的もなく，「昔ながらの悲しい

愚行を追い続けていた」（i．73）。そこへ，例の氷のように冷い光を発する車が近づくと，こ

の無数の群衆は「激しい歌と狂乱の踊りで」（1．110）ますます激しく狂乱するようであっ

た。注意して見ると，この「俗世」の車の前には，若い男女が，光によって引きつけられた

り，跳ねかえされる蛾のように，離合集散を繰返しながら踊り狂い，疲れると，車に櫟かれ

て倒れた。その後には，「大海の怒りが／荒れた海浜に砕けた後の泡のような痕跡さえも残

らない」（11，162－164）。車の後には，　「汚ならしく着た老人たち」が，哀えた体で気力な

く，これも踊りながら，堅い光に追いつこうとするが，遂に「恐ろしい影が近づくと，遙か

後方に残されて腐敗のなすがまxに「塵」と化す。彼らは，「彼らの生まれ出た塵に倒れ，／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨ　　
腐敗は横わる彼らを覆う」（II，170－175）。　Carlos　Bakerが言うように，若い連中は，清熱

的な感能的な愛を，老人たちは，精神的不能を象下していると考えられる。

　この若者や老人たちの側に，別の「．虜囚の群」（acapti、・e　multitucle）がいた。彼らは

「すべて権勢の中に，また，不幸の［1・1に／・老いた人々」（ll．119－121）であった。彼らは俗

世の名声や汚名を育んだ人々である。

　最初の幻の行列が消えると，直ちにShelleyは，道端に捨てられた哀れな姿のR（）Usseau

の口を通して、“those　deluded　crew”の，更に細かい分類，個々人の人物確認を行う。彼ら

は，「知恵ある者，／力ある者，忘れ得ぬ者，／法冠と兜と王冠，或は，思想界の／王者の印た

る光の冠をいただいた干たち」（11，208－211）である。“The　sacred　few”と対照的に，こ

の“those　deluded　crew”は，「この世の権勢や財宝の王冠」（11，　］32－133）を求め，弄んだ

人々で，「鷲」の想像力を捨てX「榮」の理性を選んだために，「彼らの知識は／彼らに己

れを知ることを教えず／彼らの力も内なる反乱（the　Mutilly　within）を鎮めることが出来
　　　　　　　　　　く　　
なかった」（11，2／／－2／3）。冷い理性の光は「内なる反乱」（内なる激情）を調和させず，か

えって，激情を煽り立てるので，この理性に身を委ねた彼らには，‘‘the　sacred　few”に見ら

れるような，想像力と「愛」（の知識）による，調和して「一つになった魂」は期待出来ないv

　新たに見えて来た行列は，三つの群をなして進んで行く。①先ず，十八世紀の啓蒙主義の

思想叡や政治叡　　Napoleon（権勢の掌握者），　Rousseau（名声の獲得者），ロシアの皇帝

たち（Frederic大i．E，　Catherine女帝，　Leopoldなど俗権の．掌握者たち）一の群が指摘

される。大衆の喝釆を受けたフランス革命は，恐怖政治やNapoleonの出現によって，大衆

を完全に失望させてしまった。Shelleyは，　The　rf’riit．mPh　of　Lifeの…・年前にs　Napoleon

を無秩序な不当な支配者として，i－Napoleonの激しい精神は，／恐怖，1血，黄金の中を，／

彼の誕生から死への破滅の激流の中を流転した」（“Lines　Written　on　Hearing　the　News

of　the　Death　of　Napoleon、”1821）と書いている。「f”hC　7■〃～〃〃ク々of　Lifcにおいて，

Napoleonは，歴史的な力によって山¢）高峰へ駆り立てられ，彼の前に登った登山者のよう

に，高峰で目が眩み，世俗的破滅，道徳的隷属状態に堕落した。そして，Shelleyを表わし

ていると思才＝・れるr詩人iは，r〔Napoleonの〕偉大な影が過ぎ去るのを見て，頬の色が変

わるのを感じ，／彼によって掌握されたために｝、重：大な世界も弱く｝なこり，／どんな小人〔くだ

らぬ人間〕でも蹴とばせるほどとなった」のを見，支配者の「権力」と一般民衆の「意志」
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とが「対立し合って，／現世の日々を支配する様を考えて」深く悲しみ，「神が善と善の手

段を合致せぬもの／としたのは何故か」を思いめく・らした（ll．224－231）。

　②古代ギリシアの詩人，哲学者，政治家　　一一・青年に対し不純な同性愛をしたPユatoの
　　　　　　　
肉なりしもの，Baconが出るまで思想界を支配したAristotle，俗世の支配者Alexander，

HOmerとその仲間の詩人たち（恐らく彼らの肉なりしもの）　　も行列に加わっている

（11．253－278）。ADefence　of　Poθ’ryにあるように，Homerはもとより，Plato，　Rousseau

も本質的に詩人であった。しかし，彼らといえども，肉体が関係する日常生活では，「徐々

なる世界の汚れ」　（Ado〃a・　？IS，　XJ．）に繊されることは悟れ得ない。このことは，　A　I）efe12ce

of　1’oetryに，「霊感の途切れた合問には（中略）詩人も常人となり，常に他の人々の生活
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨらう
に及ぼしている影響力の激しい逆流に身を任すのである」とあり，rHolnerは大酒漢，

Virgilはおべっか者，　Horaceは臆病者，　Tassoは狂人，　Bacon卿は公金横！lie，（人，　Spense「

は御川詩人〔の如きヘボ詩人〕だったとするならせよQ彼ら¢）過失は，秤にかけてみてそれ

が塵にしか過ぎないことが分った。彼らの罪は『緋のようであっても，雪のように白くなる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　う
のだ。』『時』という中保，救済者の血で洗い清められた」などと述べられている所から，

「俗世」は，これらの詩人たちの肉体に関する過ちを許さず，容赦なく彼らの肉体であった

ものを捕虜としたと解釈されるべきであろう。すぐれた詩人（の肉体：）さえも，“those

dcluded　crew”に加わっている所以である。

　③続く群の中には，μ一マ時代から中世の暗黒時代の俗界の支配者　　Caesarから

Constantineまでのローマの皇帝たち　　，宗教界の支配者　　GregoryとかJohnの称

号をもつローマの法皇たち　　もいる。この中で後者，キリスト・教制度の確立者たちは，

「人間と神の間の影」のように立ちはだかり，「真の太陽」（こ鼠ではChristの説いた

「愛」の教理を表わす）を曇らし歪めて，「その日蝕」である彼らの宗教を世界の崇拝の対

象としてしまった（ll．282－292）。これは，　A　Defeitce　o．f　Poeti’｝vで，「愛」の宗教を凄い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
た「〔Christの〕教理はたちまち歪あられてしまったように思われる」とか，／’1’Oi’neth（w∫

Uitbou・jtdの主人公PrOmetheUsの「汝が御名は言うまい，それは呪いとなってしまった1

（1．603－604）という嘆きに見られるように，晩年のShelleyの，　Christの教理に対する敬

慶の念とその後のキリス1・教制度に対する疑惑や絶望の念とに一i致するものである。

　フランス革命の挫折，Chris亡の1一愛」の教理の誤解や濫用から生じた迷信，搾取，戦争

は，Shelleyを表わすと考えられる「詩人」が‘‘those　deluded　crew”に関して懐いた「悲

しい思い」（1．299）　　これは，「詩人」を前夜眠らせなかった「語れぬ思想」（1．21）と1司

じで，Wordsworthの「悲しい思い」（“Ode：IntintatiotrLs　of　Iininortality，”1，22）を思

い出さすものである一…一の巾の最も悲しい思いであった。

「わたしの眼は人々のこうした絶えまない流れ．に病み，

心は…’・つの悲しい思いに痛む。．1 （LI．　298－299）

このような1善と…善の手段」，善と善の動機の不一・致（11．230－231）という現世に対’する絶

望的な洞察は，P1’o〃～‘1”？（！ttS［lnbotf・nclの第一・幕で，人間社会の悪（主として，　Christρ）教

理とフランス革命の誤解に起因する悪、）を・暴露する最1後のFtlry　のセリフに通じるものが

ある。
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「平なる者は力を欠き，ただ無益な涙にむせぶのみ。

力あるものは善を：欠く，この方が遙かに害あり。

賢い者は愛を欠く，愛ある者は賢さを欠く。

かように，すべて最善のもの，混乱して悪となる。．1 （1．　6L5－628）

Furyのこの言葉によってPrometheuSが最大の苦痛を受けたように，　The　TriitmPh　of

〃ノ’eの「詩人」も，r善と善の手段」の不1一一・致の見せ物によって耐え難い苦痛を羽書わった

のであるQ

（2）

　“The　sacred　few”と“those　deluded　crew”の今一つの対比は，　i．’本質的に詩人であっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの
た」と註され，また別の所で，現代人の中で思想・感情の罫1吾面でChrlstに最も近い哲学者

と称えられるほどのRoUsseauと，想像力を捨て理性を選んだ結果，「俗世」の：車につなが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
れ，不具となり，生の活力を消耗して倒れ「老木の根」の如くなったRousseauとの対比

において表わされている。

　Rousseauは，「四月も盛り」（the　April　prime，1．308）の頃，忘却の河が貫流する山の

洞穴の側にL1覚めたQこのことは，　Carlos　BakerやDonald　H．　Reimanなどが主張する
　　く　の
ように，Wordsworthの“Ode：Intimatiolls　of　Immortality”を連想させる「Rousseau

の誕生の象徴的表現」であろう。森の中には，「普通の『太陽』が／普通の『大地』に放つ

よりも神聖な光」（11．338－339）がゆきわたり，忘却の妙なる音楽が充満していて，それを

聞く者は，すべて，この世の一切の苦楽，一切の愛憎を忘れる。ROUsseauも前世の記憶が
　　　　　　　　　　く　ユ　
全くない（li．341－335）。この頃のRousseauの精神状態は，　Alastorの主人公の「詩人」

が経験したような，「外界の荘厳さと美しさが，彼の思想の組織の中に深く沈みこみ，その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
忠想の変化に対して尽きることのない多様さを与える」精神状態に類似している。この神聖

な驚異すべき自然の中に，“asilver　music”　（1．355）に伴われ「太陽の光セこ包まれた」女

性の「全く輝やかしい姿」が絶えず自分の前にあるのを，ROusseauは認める。この「姿」
　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）

は，W．　B，　Yeatsによって「暁の明星」，　Carl　H，　Graboによって“Uranian　Venus”（tlle

higher　Vemls）などと1司一視されているが，彼女は，　r太陽の光に包まれ」ており，太陽

の光の水面に映ったものである（IL　348－352）ところがら，「太陽」のこの世への現われ，

Shelleyが見た「理想美」，ないし，「愛」の化身と考えるべぎであろう。彼女は，　Peter
　　　　　　　　　くば　
Butterが言うように，　「この世における永遠の美の姿一1であり，　Kin9－Heleが言うよう
　く　

に，「高い存在者と神秘な交渉をもつと考えている人々によって見られ感じられる本質的な

もの」であり，同時に，「高い理想を懐いている人々を導く光明」を意味していると思われ

るQ

　しかし，Alastorの主人公のように，　ROusseauは，間もなく，こうした自然との交渉に

飽き足らなくなる。このようにして，Rousseauは，その生涯の危機を迎え，これが契機と

なって，彼は，これまでの“the　sacred　few”の一人としての生涯から“those　deluded

crew”の一人としての悲劇的生涯に移って行く。彼は眼前に立っている「全く輝やかしい

姿」に，自分が何処から来たか，何処に居るのか，何故に居るのか（1．398）と尋ねる。す

ると，彼女は，「立ち」：二って汝の渇きを鎮めよliと言い，　Nepenthe（ネペンシー一　）の入っ
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た水晶のコップを差し出した。ROUsseauが，そのコップに唇を触れると，「たちまち〔彼

の〕頭脳は砂のようになった」（ll．395－405）。そして，今まで見えていた「美しい姿」は消

えて（1，412），これに代って「俗世」の幻影が現われた。彼は「俗世」の「冷い輝やかしい

車」（L434）1にすい寄せられるように近づき，「俗世」の支配下に入ったのであった。

ROUsseauは，当時の恐るべき1．1：1来事を次のように回想している。

「この俗貼の慌しい嵐の

荒れ狂う動乱の中に，わたしはとびこみ，

自分の胸を冷い光に曝したが，

この光にはたちまち人を醜い不具者にする作用があった。」 （Ll．　t165－468）

　Roussequの生涯の転換点をなすこのあたりの詩行は，極めて重要であり，しかも難解で

あるために，従来から様々な解釈や憶測が試みられた。先ずNepentheの象徴の理解の仕

方に問題がある。Nepentheとe＃1，伝説一ヒ，草の名，または，その草から採った薬で，俗世

の憂さを忘れさす効能があると伝えられ，一説には，阿片とも言われる。Shelleyの

Pi・oinethetes　Unbottndでは，これは極楽に咲く，愛と希望．の花である（1［，iv，59－65，160一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
163）。W．　B，　Yeatsは77he　TriLt7nlbh　of　LifeのNepentheを「忘却と愛」の薬と考え

る。Nepentheをこのような妙薬とし，その薬の入ったコップを差し出した「全く輝やかし

い姿」を，前述のように，「理想美一1，「愛」，想像力の野選たる「太陽」と同質のものと解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
釈すれば，可能な意味は，Carlos　BakerやKin9－Heleの言うように，　Rousseauは「全

く輝やかしい姿」の差し出したコップに唇を触れただけで，力が尽きて，結局は，中身を飲

まなかった，そのために，彼はたちまち俗世の影響を受けた，ということになる。これに関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の
平して，Walter　Edwin　Peckは，　Rousseauは想像力を捨てx理性を選んだと言い，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
Neville　Rogersは，「Rousseauは唯物言命で腐敗された」と書いている。そして，　Peter

Butterによる「EpiPsyclzidionの詩人は，難事や過ちにもめげずに，彼の〔理想の〕追求

を続けるが，The　TriitmPh　of　LifeのRousseauは，肉欲的な群衆の仲間にとびこみ，
　　　　　　　　　　　　くうり
初期の理想を見失うのである」という解釈も，PeckやRogersと同じ見地からなされたも

のであろう。

　それでは，「愛」の妙薬であるNepentheを飲まないことが，何故，不幸の原因となるの

か。①既にみたように，“those　deluded　crew”が「俗世」の虜となった根本原因は，「彼

らの知識は／彼らに己れを知ることを教えず／彼らの力も内なる反乱を鎮めることが出来な
　　　　　　　　　くう　う
かった」（11．211－213）ためであった。この詩行は，彼らは，：豊かな想像力でもって内なる

魂を眺めて己れを知り，すべてを調和さす「愛」を知ることがないため，「内なる反乱」

（内なる激情）を鎮める能力をもたなかったと解釈される。②また，ROUsseau臼身も自分

の悲劇的娘形の原囚を次のように回顧する。

「天がわたしの魂を燃やすに用いたあの火花が

もし，より純粋な糧を与えてくれたなら，
　　　e　　　e
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腐敗が今ほど，かつてのRousseauであったものに

とりつくことなく　　また，この仮装が

それを装うことを軽蔑するものを汚すことはなかったろう。／　（Ll．201－205）

この早月．1中，　「より純粋な糧」とは，　「それ〔「この仮装」のこと〕を装うことを軽蔑する
　　　　　　　り　　　り
もの」　（恐らく，RoUsseauの精神，感情，感受性のことであろう）に対して「天」によっ

て与えられる精神の想俳聖作用，換言すれば，「愛」を発見して「内なる反乱」（内なる激

情）を鎮める能力を意味し，また，「この仮装」とは，　「俗世」の悪の腐敗力を表わしてい

るのであろう。こxで，上の二つの引用を合わせ考察すると，Nepentheを飲まなかった

Rousseauが，不幸になった原因は次のようになろう。つまり，Rousseauは，天から来た

「全く輝やかしい姿」が差し出したNepenthe，すなわち，「愛」を受けいれるに十分な想像

力をもたなかったために，ないし，想像力を捨てたために，i愛」の知識が得られず，　「愛」

によって「内なる反乱」（内なる激情）を鎮めることが出来ず，逆に，その「反乱」によっ

て駆り立てられて，；．俗世」の腐敗力の犠牲となってしまった，というのではなかろうか。

　所で，若いRousseauが，「俗世」に腐敗されたという，この思想は，　Shelleyの思想の

遍歴を．述べた“On　Life”というエッセイに述べられている（Wordsworthの‘‘Ode：

亙ntimations　of　I111mortality”に告11tlされている信仰に近い）！占1想の詩的表現であろう。

その“On　Life”に次のようにあるQ

「子供時代の感覚をふりかえって見よう。われわれは何とはっきりした強烈な把握力を

世界や臼分白身についてもっていたことか／社会生活を取り巻いている多くのものは，

今では重要でなくなったが，当時，われわれには重要であった。　（中略）当時，われわ

．れが見るもの，感じるもののすべてと，われわれ自身とを区別する習慣は少なかった。

それらは，いわば，一・つの塊りをなしていたように思われた。こういう意味で，いつま

でも子供のまxでいる人が幾人かはいるQ幻想と呼ぶ状態に陥り易い人々は，あたかも

自分自身が周囲の世界に融けこんでいるかのように，もしくは，尚囲の世界が自分自身

の中に吸収されるかのように感じる。彼らには，その区別がない。そして，こうした状

態が，異常に強烈で，生々とした人生の把握に前後して伴う状態である。人間が大人に

なるにつれて，こうした能力は通常失われ，暗闘は機械的な習慣i／【勺な動物となってしま
　にの
1）。」

換言すれば，閏谷的な生活に1琶lllれ親しむ間に，　m常性の鵠a：he　mist　of　fa11．iiliarity）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆの
が，われわれの存在の驚異をわれわれから見えなく隠してしまう」のであるQこの「講」と

は，ADe∫ence　ofJ’oeti’yにおいて，「日常性の薄膜」，「人生の黒いヴェール」，また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう
「われわれを取り巻く偶然なる印象に無ヨ！i！やりにわれわれを縛りつける呪」と呼ばれている

ものて’あって，真実の人生に対する偽りの人生の讐喩である。

　こ鼠で再びテキストに涙ると，RoUsseauが，　「荒々しい音楽，］il：をつんざく音楽」をな

らしてやって来る「新しい姿とその冷い輝やかしい車」（ll．434－435）から発散され，人を

誘惑し，乱舞させ，　iたちまち人を醜い不具者にする1乍川．1をもった冷い光の皮配下に入る

ことによって，すなわち，“those　deluded　cl”eNN・”の仲間に加わることによって，彼の神聖
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であるべき誕生も，今や，「恥じ呪うべき誕生」（Ado〃Cl　iS，　LIV）となった。かくして，

　　　　　　「その日が暮れるよりずっと前に

天の光の如く，忘却の谷に眠れる者を巨1覚した
あの喜びは消えた。一1 （Ll．　537－539）

この嘆声は，Wordsworthの，若い頃自分を導いてくれた「美しい幻影」が「普通の日の

光」の中に消えて行くのを知る，という，また，「かつてあれほど輝やかしかった光が／今

やわたしの目から永久に奪われた」（“Ode：Intiinations　of　Immortality，”ll，75－76，／79－

180）という，大人の悲しみと一致するものである。今や，Rousseauは，「この世を徐々

に轍す汚れ」　（Adonais，　XL）に抗し得ず，　「俗世」の「物凄い舞踊」（1．540）を舞う問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆら　
に疲れて，急速に「生きながらの魎」（the　living　sepulchre）と化した。哀れな不具な

ROusseauの姿は，次のように描写される。

「（おX天よ，カiXる悲惨を哀れみたまえ／）

山腹から歪に曲りくねって生えている
老木の根と思っていたものが，

笑はあの迷える者らの一一人であり，

広い白い葉を垂れていると見えた草が，

その男の色潤せた薄くなった頭髪であり，

空しく隠そうとした穴が．

かつて眼であったものであることを
知ったQ」 （Ll，　180－188）

　“The　sacred　l’ew”と予供たちとに認められる鋭敏な感受性，ないし，想像力を腐敗させ，

破壊させる「俗世．1の仮借なき力の信仰は，ノ1DefeJtce　o∫Po6‘びにおいても，ギリシア

の感能的な詩人たちと，HomerやSophoclesとを比較した条に見られる。それによると，

感能的な詩人の不完全さは，彼らが詩人であったからではなくて，詩人でなかったからであ

り，そのために，彼らが，彼らの時代の腐敗と係りをもったからである。もし，この腐敗

が，彼らのすべての感受性を消滅してしまったならば，その1．－悪の蝦：後の勝利．．1を勝ち得た

であろう，とある。何故ならば，社会の腐敗は，あらゆる歓びに対する感受性を破壊せずに

はおかぬからであるQすなわち，腐敗は，芯である想像力と知性に始まり，やがて，「麻痺

さす毒」のように体一面に拡がり，情愛を経て欲情にまで達し，遂には，全身を殆んど感覚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
のない「鈍い肉塊」としてしまうのである。　Tl’t　e　Cellcllにおいて，　Shelleyが，　「愛」を

無視した女主人公Beatriceが犯した「道徳的誤謬」に去墾ついた悲劇を創作することを意図

したと．見兆せるならば，この悲劇的な詩におt、・ても，彼は伺じことを試みたと言えよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

　Peter：Butterは，　「7γ～c，71ノ戸～〃n～／）々oJ’f．．ifctの終りは，精神の塑落，体現，1野獣化，人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くさの
間の水準以下への零落の素晴らしい骨脂的絵図である」と批評している。成るほど，“the
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sacred　few”と“those　deluded　crew”の二重の対比が，　Rousseauが後者の群に加わるこ

とによって一一本化されると，直ちに，Shelleyの関心は，“those　deluded　crew”を中心と

する「俗世」の悪の種々相の暴露とそのおびた父しい見事な象微的な描出に集中してくる。

言うまでもなく，The　TriztmPh　o！Lifeの初めから，「夏の埃が一杯に舞い．しっている／

大道」を急ぐ「俗世」とその犠牲者たちは，「夕暮の薄明りの蜻のようにおびたゴしく」

（ll．43－46），普通の「日光の中で踊っている塵の粒のよう」（11．446－447）であり，また，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
「渦巻き流れる洪水の一ヒの泡のよう」（1．458）であると，様々な讐喩で表現されて来た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の「蜻」，「泡」，「塵」のいずれも，Donald　H．　Reilnanが「蜻」について述べたように，

「はかない無意味な生活」を送る者の象微であろう。そして，「夕暮」とは，Shelleyが

7’he　T1’tlttmPh　of　Lifeで用いたライフ・サイクルの規期から言えば，毫緑，ないし，老衰
　　　　　　　　　　　　　く　
を象徴しているのではあるまいか。

　ROUsseauが，「俗世」とその「冷い輝やかしい車」，そこから発し，人を不具にする，冷

い輝やかしい光，人を乱舞させる，：荒々しい，「耳をつんざく音楽」の影響下に身をおとし，

“those　deluded　crew”に加わると，間もなく，この行列は，恐ろしい異変に襲われた。

「車が，神秘な谷の向うの急勾配を

登り始める前に
〔Dac　nteの〕詩に適わしい驚異を見た……

　　　　　　　　（中略）

　　　　　　　　　　　　　　……森は

一ri@as奥まった処まで影で一杯になり，

大地は，灰色の幻影で覆われ，空気は，

薄黒い姿で充ちた。讐えれば，

吸血端蟷の大群がぎらつく熱帯の太陽の前に飛び交い，

夕方にもならぬのに
為るインドの島に不思議な夜をもたらす時のようだった。

そのように幻影はあたり一面はびこつた。」 （Ll．　469－487）

Danteの詩に適わしい，地獄さながらの人生の暗黒な状態が来た。　Donald　H．　Reima11に
　　　　　　　　　ゆ　
よって，「世界の下平」と考えられた森は，灰色の幻影で薄暗くなり，これらの幻影は，

「吸血一幅の大群」のように，「太陽」　（真実なるもの，「愛」の象徴）を暗くする。人々

は絶えず自分の影を投げ出す。すると，その影を，「俗世」の車が発する光が様々な幻影に

変える。解る老は妖精（迷信深い者の象徴）の如く，早る者は猿や禿鷹（俗権や教権の掌握

者の象微）の如く，或る者は姻や蝿（世俗的法律家，政治家，牧師，理論家の象徴）の如

くである。このような，群衆の発する影のおびたゴしいことは，人生も終りの「秋の夕方」

にポプラの木から吹きちぎられる枯れ葉のようであると響えられる（IL　526－529）。これは，

Rousseauの目覚めが，「四月も盛り1の「夜明け一1で，「普通の太陽一iよりも神聖な光と

美しい調和の音楽に伴われていたのと顕著な対照をなしている。Peter　Butterは，「〔「俗

世」の追従者が〕発散している影や仮面は，彼らが何に変身しつXあるかを示している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
悪は，彼らの内部から生じるのであって，外からおしつけられているのではない」と註釈
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している。このように，Shelleyは，悪の根源を主として外的諸制度，慣習などに求めた初

期の速断から，その根源は主として人間の精神内部にあるという究極的結論に達した。

　更に，Shelleyは，人生の末期の象徴的描写を続ける。「仮面は次々にすべての顔から／

姿から剥げ落ちた」（II．536－537）。人々は，影を発散する間に，力尽きてしまう。

　　　　　　　　　　　「間もなく，

すべての形から美が徐々に衰え，

最も丈夫なすべての手足や最も美しいすべての顔から

力や生気が失せ塵の如くひからび，

その姿や行為は生の美を

失なう。」 （Ll．　t・）18－5L3）

しかも，

「その姿から大方の影が発散し

力と美とが殆んど残らぬ者らが一一．・．番早く。」 （Ll，　542－543）

である。すなわち，夏の埃っぽい道路を行く「俗世」の追従者たちは，世俗的仙値の追求の

間に，生の活力と美とを空しく消耗し尽して，遂に，「塵」，「泡」としてはかなく滅び，或

は，ROusseauのように，「老木の根」と見間違うような哀れな不呉者として道端に捨てら

れる。そして，世俗的価値の追求に熱心だった老ほど，早く，悲劇が待っているのである。

W

　Shelleyは，不慮の死のために，7γhe　7》’如11ψ”o∫Li∫eを完成しなかったが，彼は，

“those　deluded　crew”の悲劇的な最期を描写した後，‘‘the　sacred　few”の，「愛」が導

く静かな調和ある生活，（「耳をつんざく音楽」の代りに）“asilver　music”（1，355）の世

界を描写する筈であったと推測される。

‘‘

gappy　those　whom　the　tsrold

of一一” （Ll，　5t17－548）

こxに言及されている，幸福であった，幸福である，ないしは，幸福となるであろう人々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
は，“the　sacred　few”と同一であると考えてよかろう。詩はこxで中断されている。

Walter　Edwin　Peckは，“Of”に続く筈の，書かれなかった部分を，この詩の258行と

259行に関連させて，「愛によって支配されているが故に，この世の黄金，苦痛，老齢怠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　
惰，隷属が誤らせたり，征服したり出来ない人々は，幸福である．」と補って読んでいる。

Neviile　Rogersも，　Peckと1司様に，こ鼠に言及されている人々とは，「〔黄金やrkLで〕稼
　　　　　　　く　
されなかった人々」である，と説明している。要するに，幸福な人々である“the　sacred

feW”とは，．魂の「内なる反乱」を鎮める調和のr愛」の宗・教の信者であり，「愛」に導か
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れ，「俗世」の余りにも強烈な光の誘惑に卜せず，あくまで初期の理想を追求したノ＼々であ

ろう。

　この1．愛」の必要性の主張は，円熟期のShelleyの作品に共通して．見られるものであっ

て，特に，7”／ze　TriifmP／z　of　Lifeに限られたものではない。．例えば，　Proln‘ltfZCIIt・S

UitbOit・ndにおいて，　Prometheusは「愛がなければすべての希望の空しいことを思い」

（1．807－808），Demogorgonは「〔運命や時間や幸運や偶然に〕／永遠なる愛以外のすべて

のものが服従している」（　］1：，iv．119－120）という宇宙の神秘を説いており，動乱と混乱の

慌しい世界を描いた7γhe　fe〔lvolt　of　I’slαnzにおいて，「愛は，道：徳的世界を支｝頃己する唯一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　
の法川として，到る処で，称えられている。」そして，Shelleyは，この最後の長詩Th　（l

Triu・〃zPh　of　Life　uこおいても，　r耳をつんざく音楽」，冷くぎらっく光の中で踊り鉦う群

衆，屍と塵と泡の混沌とした「俗世．」の象微的な描t，y一「・の中に，愛以外のすべてのものが変化

するという，同じ物語を語ろうとしたのであろう。図らずも，Shelleyが，　Tlte’Friu・7nPh

o．f　Lif（iにおいて，　DivinαCo〃zノノzedtlaにおけるDanteの意図として要約した次の詩行

は，取りも直さず，The　Triit・mPhθ∫LifeにおけるShelleyの意図の要約でもあり，こ

の詩の解釈の鍵であると考えられよう。

「〔Danteを〕『地獄』の最も深い深淵から

『天国』のすべての圏，すべての栄光の階段を通って

『愛』は静かに導いた，そして彼は

『愛』を除くすべてのものが変化する驚異すべき物語を，

憎悪と畏怖の言葉で語るべく帰って来た。」
　　　　　く　　
（Ll，472－476）

恐らく，Sheliey　lよ，　「俗．l！S：の凱旋行進」という大きなタト殻をl　Petrarchに．よって力≧唆され

たであろうけれども，「愛」の主張においては，主として，「Petrarch以一とに愛の秘義を
　　　く　ラ
理解した」と彼が断言したDanteに従って，‘‘those　cleltided　crew”の関係する「俗世」

の悪と悲劇の原因は，すべて，想像力によるこの「永遠なる愛」の永続的な把握の失敗にあ

るのだ，と説こうとしていると思われる。

W
　i怯i＝見、た：ように，1新」．t”／ソh〔I　Triit〃ψ／～o∫Liノ℃に＝iδいて，‘‘the　sacre〔l　few”と‘‘those

deluded　crew”との二つの型の三隅を対比さすことによって，　Shelleyが意図したことは，

真の生活を當むためには，理性ではなく，　1’道徳の大きな秘密」である「愛」とこれを発見

する想像力が必要であることを読者の想像力に馴染ますことではなかったであろうか。内な

る魂一…一「それは運命の書である」（T々ct　IC’evolt　of　lslc〃n，　VIII，　xx，3）　　を見つめて，

すべてを調和さす，真実にして「永遠なる愛」を発見する想像力を捨てx，人生朋題を解決

しょうとした者は必らず失敗したQ何故なら，「彼らの知識は，／彼らに己れを知ることを

教えず，／彼らの力も列なる反乱を鎮めることが出来ず，／白分の心に描いた真理の夜明け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くアの
ではなく，深い夜が／：夕暮が来る前に彼らを虜にしてしまった」（ll．211－215）からである。

要するに，「愛」の理念に到達する想1象力なしには，人は，精神の「内なる反乱」　（内なる
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激情）を鎮めるどころか，かえって，この「反乱」によって駆り立てられ，「俗世の凱旋行

進」（the　Triumph　of　Life）に加わり，　「昔ながらの悲しき愚行を追い続け」（低俗な欲望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くアユ　
に身を任せ），たちまちの間に心身を汚し消耗してしまうからである。The’／’ritcmPh　o．f

L〆f（1の‘‘those　deluded　crew”が犯した，想像力と「愛」を捨てるという，こσ）i一道徳的

誤謬一jが，Tノ～o　CenciのBeatriceの易合と同様に，　Shelleyにおいては悲劇を生むのであ

ろうQChristとSocratesと若きRousseauによって代表される　“the　sacred　few”を除

けば，十八世紀の啓蒙時代の思想家（Voltaire，晩年のRousseau），政治家（Napoleon，

Frederic大王），古代ギリシア時代の思想塚（Platoの肉なりし剖‘分，　Aristotle），詩人

（Homer〔の肉なりし部分＝D，　P一マ時代から中世の暗黒時代4）政治家（Caesar，

Constantine），法皇（Gregory，　John）1柔，みな，「俗．1illの凱旋行進．一1に加わった「俗批」

の腐敗力の悲劇的犠牲者であった。

　Shelleyは，　Rousseau　の悲劇的生涯を例として，彼が1俗世の凱旋行進」に加わり，
‘‘ 狽?盾唐?@deluded　crew”の一一入として，無益に滅んで行く様子を見事な象徴によって描写す

る。RoUsseauは，「普通の『太陽』が／普通の『大地』に放つよりも神聖な光」がさしこ

み，妙なる忘却の音楽がゆき矛）たっている森に日覚め，眼前には，「太陽の光に包まれた一1

「全く輝やかしい姿」（「理想美」，「愛」の象徴）を絶えず見ていた。しかし，彼は，間も

なくこの状態に飽き足らず，想像力を捨てX理性を選ぶと，彼が以前に見ていた「姿，jは

消えた。それに代って，「俗世」の「新月」（月は理性の象微）の如き「冷い輝やかしい

車」が近づいて来た。彼は，たちまち，この「車」から発散する，太陽も眩ます「氷のよう

に冷いぎらっく光」によって引き寄せられてしまった。こうして，「俗世」の虜となり

“those　deluded　crew”の一人となった彼は，他の仲間たちと同様に，「車」から発散する

光の作用によって不具にされ，以前耳にした優しい天来の“asilver　music”の代りに，

「耳をつんざく音楽」にさそわれ，狂気の「物凄い舞踏」を舞う間に疲れ果て，捨てられ，

悲惨な姿になった。

　「鷲一iによって象徴される‘‘the　sacred　fe杁・”に対して，晩年のRoLisseauを含む，

「俗世一iの「車」につながれた“those　deluded　crew”は，猿，禿鷹，鷹，虫内，蝿など（人

間精神の世．俗化，野獣化，無常化，脆弱化グ）象徴）の様々な影や仮面を放出するものとして

描かれる。そして，彼らの中で，「内なる反乱」（内なる1敷情）により，より激しく駆り立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　り
てられ，このような影や仮面をより多く発散し，生の活力と美とをより早く失った者ほど，
　　　　　　　　　　　　　　り　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　ロ

早く滅びた。このように，断片7”／ze　Tr々傭ρ130f”∫8において，　P一マの凱旋f．f進に比

べられる「俗世の凱旋行進」の讐喩は，外見．しの華やかさ・楽天主義とは逆の，悲劇と悲観

主義の意味を内に含むものとなっている。

　最後に，断片’1”he　T」’iitm．ph　of　Lifeとそれ以前のShelleyの詩との大きな相違とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　く　わ
て，Peter　Butterが言っているように，「この詩は，暴政に対する初期の金切声の非難よ

りも，詩的により高い水準にあるのみならず，悪の権力に対するより現i実的な把握を示して
　　　　　　り　　　ゐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　り

いる」ことがあげられよう。確かに，この詩は，多様な悪の把握の真実さと確かさ，それら

悪の動的な象微的な表． ｻなどの諸点において，（伽θθ〃Alab，　The　feevo／／ofノ∫ごω〃，

Pl・o〃zc’ihetcs　Ui～boit．〃（／の第…・幕，　The　Crenci，“The　Sensitive　PlanV’など4）詩よりもすぐ

　　　　　　　　くアの
れていると言えようQ　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和43年9月19Ei受理）
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burgh，1954），　p，59．この対比は，これから問題にしょうとしている　“the　sacred　few”　と
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て追求される詩的真理一の探求を表わしている。（中略）彼の最も特徴あるイメジユリーは，有
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無限の関係がShelleyのイメジユリーの焦点であると主張しても言い過ぎであるとは思わない。

Shelleyは，知的には，　a　Monistだけれども，情緒的に，また，本能的には，　a　Dualistであ
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Ibid．，　pp，　150－lro　l，

Ibid．，　pp，　151－152，

しかし，後で述べるように，Shelleyは殆んどの人lt　、詩人さえも，想像力の途切れた瞬間にお

けるμ1浴生活の欠陥のため，彼らの肉体的な1膨｝を1一俗世」の車につないでいるD

Sha　w　c，　ret　g．　，　ed　．，　oP，　cit，，　p．　153，

To〔Cllarles　Olliei・〕，　Editor　of　Tlze　Literαry　Misce〃any，【．ea且’ly　Ma且’ch，1821」：J（川es，

ed，，　oP，　cit，，　1，　273，

Donalcl　H．　Reiman，　Shetley’s　‘‘The　TritemPh　of　Life”　：　A　Criticat　Sti｛dy　（Urbana，　．1965），

pp，14－15，23；Butter，　oかcit．，　pp．145－146．　W．　B，　Yeatsは，　Shelleyは太陽を，・光が愛に

変わる時の「太陽の体現」としてEmilia　Vivianiのli寺別な美しさを記述するのに用いた以外に

は，それほど親しみあるllで．見なかったと言っている。　W、13．　Yeats，“The　Philosophy（）f

Shelley’s　Poetry”　（1900）　：　W，　B，　Yeats　：　Essays　ana　lntroductions　（Lonclon，　ICJ6！），　p，

93。しかし，太陽は，Yeatsが想豫する以上に，　Shelleyにとって重要な象徴であって，唯一回

の例外（‘‘Lett’en“to　Maria　G｛sbome，”ll．154－160）を除けば，　Shelleyは，彼の詩において，

「太陽」を軽蔑的な意1床で｛吏用したことがなかった，というReinlanの見解は正しい。
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Reiman，　oP，　cit，，　p，　66，

Butter，　oP．　cit．，　p．　70，
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次の行列の征服者によって順次屈服される。『俗世』の，すなわち，欲望の凱旋行進だけで多分

終るようなことはなく，俗匹は，『愛』（the　higher　Venus），『善』，ないしは，そのようなもの
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Shelleyがこの詩で究極的には「現在の苦悶に対する『人間』の勝利」を示そうと意図したにせ

よ，King－Heleがしたように，“The　Triumph　of　Life”という題名そのものがもつ快活な楽

天的な調子からだけで，作者の意図をそのようなものであろうと推断することは，性急ではなか

ろうか。See　Desmend　King－Hele，　Shelley　l　The　Manαnd　the　1’oet（New　York，1960），　P．350．

Reiman，　oP，　cit，，　p，　31，
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　　　いる。Bostetter，　op．　cit．，　p．323．
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．貼界の運．命や人生などを表わす「流れ」や「泡」の象徴は，次の詩行によく．表わされている。
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ているが，Dr，　Richard　Ganlettによ．つて，写本から，これに幽く次の行が加えられ，　C．　D．

Locockによって初めてSheHey’s　I）oeticαt　Worles（3　vv・，　London・1911）において公けにさ

れた。See　Peck，　oク．　cit．，】｛，277．’‘The　cripple　cas亡．／His　eye　ul）on　the　ca1・，　which　llow

had　r・lled／Onward，　as　if　tha　t．1・・k　ll・ust　be　the　las亡，／And　allswered‘HaPPy　those　for

whom　the　golcl　／Of一’”

Peck．，　o♪．　cit，，1［，277・これに対して，　Donald　i”L　Reima11は，　Shel．1eyの写本を再検討．した結
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して，肯定的な節を｝働llしている。　Reima11によると，この‘‘fold”は，　Shelleyが晩年履ノご用

いた「人間救済の象徴」であり，また，夕方，羊をおりに入れる頃に現われる「宵の明星．］

（Hesperus），すなわち，“the　foldin9．．一star”と関．係をもつキリスト教の最南」（the　sheeP－fold）

一そこに，この愛の星に従う者らが集まる一のメタファーである。Reima11，0かoit．，　P．83．この

二面の中，いずれをとっても，根木的な意味に変りはない。

’Rog’ers，　oP，　cit，，　p．　301，

1）re／face　to　The　Revolt　of　1’slant　：　Hutcliinson，　ed．，　oP，　ci・t，，　p，　37，

この引用において，特に，ReimallのテキストによったQ　Reilll　EHn　，　OP　，　Cit．，　pp．199－200．尚，「憎

悪と畏頼．iの言葉智で・一」（ln　wOrdS　of　hat：e　and　aWe）に【癸1し．て，　Rein．｝an　は，　i．．．．・1曽悪の．言葉で．．｝と

は【．一 w地獄篇』で」，［．．．畏怖の言葉で」とはi．一『天国篇』で」，と解釈しているuReiman，　op．　cit、，
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 Summary

"THE SACRED FEW" AND "THOSE DELUDED CREW" 

          IN THE TRIUMPH OF LIFE

Norikane  TAKAHASHI

   In this study the writer examines the important contrast between  "the sacred 

few" and "those deluded crew" formed throughout  The  Tritonph of Life (1822), 

Shelley's swan song. He shows that the former represents those who, by their 

imagination, succeeded in arriving at the knowledge of "love" harmonizing the 

passions within their souls; while the latter represents those who, instead of 
imagination, chose reason, the faculty unable to "know themselves" or to "repress 

the mutiny within"  (i. e. their inner passions), and so, driven by the "mutiny," 

became the victims of worldly life, and perished in misery and tragedy. Thus the 

writer concludes that it may be Shelley's moral intention in the poem to suggest 

to his readers the necessity of "love" as "the great secret of morals" and of 

imagination as its "great instrument."


